














平 らは 「絵本や紙芝居等と異 な り,『劇 その
ものが児童文化財であるため1回1回 の人形劇
を形 として現存 してお くことが不可能であるか
らだ と推測」1}してい る。保育者養成 と人形劇
の関係については,米 谷 らが 「丹下進の人形劇
に学ぶ」2}の中で,学 生が人形劇 を通 して様々
な経験 を持ち得ることを挙げ,そ の意義につい
て述べ ている。 また,向 平 らは学生が演 じる
「なか よし」とプロの人形劇人が演 じる 「なか
よし」の,脚 本およびそれぞれの演技 に対する
子どもたちの反応 を比較 し,保 育学生に対する
人形劇の実習指導の有効性について論 じている3?。
作品分析 としては,演 劇の3要 素,俳 優(人 形
劇では演者),脚 本,観 客のうち,観 客に着 目






学的検証が試み られている。しか し,指 導に関
する技術的な視点での研究はなされていない。




























　 4つ の群がある。 まず,「 保育技能実習」の
みを受講する4回 生で,人 形劇経験は 「なかよ
し」に関連する授業6回 の期間(人 形制作から
撮影を行った試験の日までを含む約1カ 月半)
の2群 各9名 である。つ ぎに,同 じく保育者養








して関わった,人 形劇経験約1年 半の1名 の群
である。
　経験年数約1年 半の1名 をA群,経 験年数約









　「なか よし」は2人 の子 どもが遊ぶ5つ の場




　 (歩 く・走る ・這う ・伏せるなど)の 単純 な
　組み合わせで構成 されたシーン。
・相撲の場面…手先の複雑な動 きと,舞 台上
　手 ・下手への移動が多 く含 まれるシーン。
し内側の一点を基準として測定 した。(図1)
　場面 の範 囲は,ミ ー ちゃ
んが歌 い なが ら登 場す る と
ころiis　lか ら,挨 拶 を終 え
てミーちゃんがタマちゃん




を使用し,蹴 込みに対 し垂 図1
実験結果および分析
　「なか よし」の登場人物は2人 の子 どもであ
るが,今 回対象 となる演者は全員,右 手をミー
ちゃん,左 手をタマちゃんとしている。以後




　挨拶 は 「なか よし」の最初の場面で,2人 の





離」の機能を使用 し,演 者が演技 中にどれだけ
の距離を移動 しているかを求めた。右足 くるぶ
直な線か ら腕がどの程度傾いているかを求めた。
肘 と手首の外側の一点を基準 とした。測定 した
場面は,下 手にいるミーちゃんが上手に移動 し
て下 を向 く動作 をする2ヶ 所である。1つ は,
舞台下に恥ずかしがって隠れたタマちゃんに対
し,ミ ーちゃんが声をかける場面(第 一場面 と
す る)注1(2で,ミ ーちゃんが最初に舞台下 を覗
き込む瞬間の右手の腕の傾 きを見た。2つ めは,
お辞儀 をしたまま起き上がらない タマちゃんに
対 して,ミ ーちゃんが声をかける場面(第 二場



















































































　A群 の1名 は約15.7度(写 真1),B群5名
　の平均値は約28.9度 　C群9名 の平均値は約
　36.7度 となった。
・挨拶一 第二場面 ・腕の傾 き
　A群 の1名 は約27.9度 　B群5名 の平均値は














離 と,上 手 ・下手への人形の移動距離および人
形を操作する際の身体の傾きを見る。
　総移動距離 については,挨 拶の場 面同様,
「連続距離」ツールを使用 し,右 足 くるぶ し内
側の一点を基準に測定 した(図1)。 場面の範
囲は,タ マちゃんの 「僕,弱 虫なんか じゃあ り







が最初に上手に行 き切 った瞬間ill　3と,そ こか
ら下手に行き切った瞬附潮 の2ヶ 所である。
　 なお,参 考として,取 り組みを始めた蹴込み
中央注22か ら上手までの人形の移動距離 と.上
手から下手 までの人形の移動距離を求めた。測
























































































































演者の総移動距離 と上手 ・下手での身体の傾 き
のそれぞれの平均値 を求めた。
・相撲の場面一演者の総移動距離




　A群 の1名 は約2.8度(写 真3),B群5名 の
　平均 値は約3.4度,D群9名 の平均値 は約
　10.8度 となった(図2)。
・相撲の場面一下手移動の際の身体の傾き






















の人形操作において,腕 が倒れ る(挨 拶の場




　下手移動後の身体の傾 きの平均値 は,B群 と
D群 であまり差がみ られない。
　まずB群 は,D群 より足が動 くものの,き ち



















　 1つ めに,舞 台上での移動の基本動作の練習
を充実させることである。学生は 「なかよし」










じる形 となり,上 手,下 手への移動の感覚や距
離感が掴みに くいのだろうと考える。











な人形劇独 自の演 出方法を行ってお り,子 ども
たちは虚構の世界 を楽 しむことがで きる」51と
述べている。人形劇の動 きの特徴 として,① 現
実の人間の姿を反映 した動 き,② 人形 ならでは
の動 き,の2つ を挙げることがで きる。この矛








きが関係 していることが明 らか となった。「保
育技能実習」における指導の課題 としては,特
に下半身の動 きに着目し,① 移動の基本動作の





した群の人数にば らつ きがあった。 多人数の
データから検証す ることが今後の課題である。
また本稿では触れなかったが,高 身長の者は高
さ155セ ンチの舞台では演 じるのに適 した安定
した姿勢 を取 りづ らく,そ の点が移動距離や腕
の傾 きに影響 している可能性があ り,今 後詳細
な検証が必要である。
　　　がす ぐ隠れ る)
ミー:し ょうが ない な。 じゃあわた しが 出 して
　　　あげ る。 タマ ちゃん 出て おい で。(タ マ
　　　ちゃん を抱 えて出て くる)よ い しょ,よ
　　　い しょ,よ い しょ。 タマ ち ゃん前 向いて。
　　　(タ マ ちゃん を前 に向かせ る)
タマ:わ!(後 ろを向 く)
ミー:ダ メ,前 向 いて。(タ マ ち ゃん を前 に向
　　　かせ る)
タマ:(そ の場 で倒 れ る)
ミー;タ マ ちゃん,じ っ と して。(タ マ ち ゃん
　　　を起 こす)
タマ:(逆 方 向に倒 れ る)
ミー:動 い ちゃだ め。(タ マ ち ゃんを起 こ し,
　　　動か ない ことを確 認 して,客 席 を向 く)
　　　あ,皆 さ ん こん に ち は。 わた し,ミ ー
　　　ちゃんって言 います。 ど うぞ よろ しく。
タマ:あ のね,ぼ くはね,タ マ ちゃんって言 い
　　　ます 。 どうぞ よろ し く。(2人 と も頭 を
　　　下 げる)
　　　(ミ ーち ゃんが 起 き上 が り,ま だ下 を向
　　　い ている タマ ちゃん を見 て慌 てて頭 を下
　　　げ る。 タマ ちゃん も同 じこ とをす る。 こ
　　　れ を何 度か繰 り返 す。 ミーちゃん,起 き
　　　上が って タマ ちゃんの ところに行 く)
ミー:タ マ ち ゃ ん,タ マ ち ゃん,も う良 い ん
だ ってば。(タ マち ゃんの肩 をたた く)3
タマ 　え,え,あ,そ っか。
　　この後,ミ ー ちゃんが 「何か面 白い こと し
て遊 ばない?」 と遊 びに誘 う。P
注1　 挨 拶の場面 の脚本
ミー:ら ん ららん ららん…(歌 いなが ら登場)1
タマ:(顔 を出 してす ぐに隠 れる)
ミー:あ,タ マ ち ゃんだな。お一 い,タ マ ち ゃ
　　 　ん出てお いで よ(20>
タマ:そ ん なこ と言 ったって…わ1(出 て くる
　 　　がす ぐ隠れ る)
ミー:恥 ずか しくなんか ないか ら出ておい で よ。
タマ:そ ん なこ と言 ったって… わ1(出 て くる
注2　 相撲の場面の脚本
　　か くれんぼで嘘泣 きをしたタマちゃんに対
　　し,ミ ーちゃんが 「弱虫」と言 う。
タマ　ぼく,弱 虫なんか じゃあ りませんよ。1
　　　そ んな こと言 うな らね,お 相撲 で来い,
　　　お相撲 で。
ミー:え,お 相撲?　 よ一 し,負 けないそ。 見
　　　合 って見合 って。(上 手 を向い て屈 む)
タマ:(ミ ーち ゃん の姿勢 を見 て)見 合 って見
　　　合 って。(上 手 を向い て屈む)
ミー:ど っ ち向い てん の。(タ マ ちゃん を下手
　 67一
人形 劇 指v.T.にお け る課 題 に 関す る一 考察
　　　に向 ける)見 合 って見合 って。
タマ:見 合 って見合 って。 はっ けよい,
ミー:の こった 。(タ マち ゃん の腹 に頭 をつ け
型'2
の こった,の こった,の こっ た。(ミ ー





タマ:の こっ た,の こった。(タ マ ち ゃんが押
　　　 し返 して2人 は下手 に移動す る)1
ミー 　の こった,の こった…
タマ 　の こっ た,の こった 一,あ らほい。(四
　　　つ に組 む)。 へ っへ 一,上 手 い こ と四つ
　　　 に組 んだぞ。
ミー　 う一 ん,負 け ないそ。の こった,の こっ
　　　た。
タマ　 の こった,の こった。(繰 り返 す)
ミー 　あ っ。(倒 される)あ 一あ,負 け ち ゃっ
　　　た。
タマ 　あ一 ら,勝 っち ゃった。
ミー 　や っぱ りタマ ち ゃん は強 いな。
タマ 　 ミー ち ゃん だって強い よ。
ミー　 タマ ち ゃん強 い。
タマ　 ミーち ゃんだって強い。


















　　 棚橋美代子,米 谷淳(京 都女子大学発達教育
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写真4
《相撲》
D群 の例
　 ・:
